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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　針座、針ガード、ホース、直針、直針ハンドル及び針頭を備えており、該針ガードは該
針頭を覆い、該ホースの２つの端はそれぞれ該直針及び該針座に連通し、該直針ハンドル
は該直針及び該ホースの接続部上に配置され、該直針は真空チューブに挿入するために用
いられるものである安全採血針であって、
　前記安全採血針は、保護シールド、スライダー、ハンドル、及び保持機構をさらに備え
ており、該針座は円筒形であり、その一端で該針頭に固定され及び該針頭に連通しており
、且つ、その他端で該ホースに連結しており；
　該スライダーは２つの開口端を有する円筒であり且つ該針座を移動可能に覆い、且つ、
該スライダーの移動可能な方向における長さが該針頭の長さより長く；
　該針座の軸方向の長さが該針頭の長さより長く；
　該スライダーが該針頭を完全に隠す位置へ該スライダーがスライドした後に、該スライ
 ダーを該針座上に固定するように、該保持機構は該スライダー及び該針座上に配置され
ており；
　該ハンドルは該針座に固定されており、且つ、該ハンドルは該スライダーに接しており
；
　該保護シールドの内径は該真空チューブの外径より大きく、該保護シールドは該直針を
覆い且つねじ込みにより該直針ハンドルに固定されていることを特徴とし、
　前記保持機構が、一つの第一弾性ワッシャーと二つの第二弾性ワッシャーを含み、
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　該第一弾性ワッシャーは該スライダーの一端の内周に固定されており、その一端が該ホ
ースの近くにあり、且つ、該第一弾性ワッシャーのエッジが該スライダーの内壁に滑らか
に固定されており；
　該二つの第二弾性ワッシャーは該針座の周囲を囲むように該針座に固定されており、該
スライダーが該針頭を完全に隠す位置へ又は該針頭が完全に露出する位置へ該スライダー
がスライドしたときに、該第二弾性ワッシャーが、該第一弾性ワッシャーと係合して、該
スライダーの移動を制限する、
　前記安全採血針。
【請求項２】
　前記安全採血針がさらに保護カバーを含み；
　該保護カバーは該針座を覆い及び該針座に係合され及び該針座に固定され、且つ、該保
護カバーは、該針座と一緒に、該スライダーを囲み且つ該スライダーを収容するキャビテ
ィを形成し；
　該ハンドルは該保護カバー上に一体的に形成されている、
　請求項１に記載の安全採血針。
【請求項３】
　前記保護カバーが、該ホースと連通する該針座の一端の外周にねじ込みによって固定さ
れている、請求項２に記載の安全採血針。
【請求項４】
　該スライダーが少なくとも一つの滑り止め区を備えられている、請求項１～３のいずれ
か１項に記載の安全採血針。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は採血針に関し、特には安全採血針に関する。
【背景技術】
【０００２】
血液を収集し及び検査する技術はすでにかなり成熟しているが、患者から血液を収集する
ことなく結論付けるというゴールはまだ達成しておらず、外科医は血液検査の当初の過程
を終えるために採血針及び採血管を使う必要がある。それ故に、採血針は現在世界で最大
の販売量がある医療器械製品の一つである。しかし、注目に値するのは、世界各国の病院
において、壊れた針頭や医療関係者の不適切な操作による針による人体傷害事故が毎年数
百万回発生しているということである。米国医学会が発表した統計データによると、米国
のみで毎年約100万回、医療関係者の針刺し事故が発生し、そのうち、少なくとも千人が
針頭に付着したB型肝炎ウイルス、C型肝炎ウィルス及びHIVウイルスなどのウイルスに感
染しているであろう。壊れた針が刺さって負傷した医療関係者及び患者の応急処置及び治
療についての治療費用は一人当たり3000ドルである。
【０００３】
国内外の企業が安全な採血装置の開発に努力を注いできたので、市場には種々の安全な採
血針がある。これらの安全な採血装置には多く不利な点が存在する。当該不利な点は、高
い製造コスト、複雑な製造プロセス、製造品質が保証することの困難性、医療関係者にと
ってややこしい操作、及び安全性を保証することの困難性を含む。
【０００４】
現在、一般的に使用される使い捨ての採血針に関して、使用の前には針先を針ガードで覆
って、例えば針頭が曲がる又はつぶれるのを防ぐ為に、針頭を保護する必要がある。使用
時、該針ガードが除去されたときに、針刺し負傷事故を引き起こす傾向にある。しかし、
本当の危険は採血終了後の廃棄段階にある。すなわち、患者の体から針が引き抜かれそし
て廃棄される準備がなされた後に、該針が特別な廃棄箱中に置かれても又は針カバーを被
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せられたとしても、容易に刺さって傷つけることがあり、その結果、医療関係者の感染な
どの深刻な結果をもたらす。
【０００５】
この不利な点の観点から、いくつかの採血針は、格納可能な針頭を採用する。採血終了後
、ばね構造の弾性力により、針頭が保護カバー内に引っ込む。このように、この解決法は
効果的に針頭を保護し、医療関係者が負傷することを回避できるが、針頭の引き込みの機
械的動作の故に、患者に大きな苦痛を引き起こす。
【０００６】
他方で、採血管のその他端で、真空チューブ内で挿入する為の直針は、使われる時にはい
つも裸の状態にあり、操作の安全性が低下することになる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
上記解決されるべき技術的課題の観点から、本発明は、安全性がより高く且つ患者の苦痛
がより少ない採血針を提供して、より低い安全性及び患者の増大した痛みを含む先行技術
の不利な点を克服する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
以下の技術的解決法が、上記技術的課題を解決する為に提供される： 
針座、針ガード、ホース、直針、直針ハンドル及び針頭を備えており、該針ガードは該針
頭を覆い、該ホースの２つの端は該直針及び該針座に連通し、該直針ハンドルは該直針と
該ホースの継ぎ目に配置されており、該直針は真空チューブ内に挿入される為に用いられ
る安全採血針であって、前記安全採血針はさらに、保護シールド、スライダー、ハンドル
及び保持機構を備えており、該針座は円筒形であり、該針座は一端で該針頭に固定され及
び連通し、他端で該ホースに連結する；
該スライダーは、２つの開口端を有する円筒であり且つ該針座を移動可能に覆い、且つ、
該スライダーの移動可能な方向における長さは該針頭の長さより長い；
該針座の軸方向の長さは該針頭の長さより長い；
該保持機構は、該スライダー及び該針座上に配置されており、該スライダーが完全に該針
頭を隠す位置へスライドした後に該スライダーを該針座上に固定するためのものである；
該ハンドルは、該針座に固定されており、該スライダーに接している； 
該保護シールドの内径は該真空チューブの外径より大きく、且つ、該保護シールドは該直
針を覆い且つ該直ハンドルにねじ込みにより固定されている。本明細書内において、該ホ
ースは医療用品分野で血液注入のために一般に用いられるホースであり、その説明は省略
される。
【０００９】
つまり、本発明の採血針について、該針座は該針頭より長い。このようにして、上記円筒
形スライダーが該針座上で前後にスライドすることができ、該針頭がその状態を、該スラ
イダーにより隠されている及び完全に露出しているという二つの状態の間でスイッチさせ
る。該保持機構は該スライダーの移動を制限するために用いられる。
【００１０】
使用時、該スライダーが該保持機構により該針座に固定されている初期状態で、（すなわ
ち、該針頭が完全に露出している状態）、該針ガードが除去され、そして、血が収集され
る；採血終了後、該スライダーの該針座との固定が解除され、そして、該スライダーが該
針頭に向かって、該スライダーが該針頭を完全に隠すまでスライドし、この時点で、該ス
ライダーは再び該針座上に（該保持機構によって）固定される。該針頭は、該針ガードを
再度かぶること無く、隠されるので、安全性が大いに向上する。
【００１１】
加えて、該針座上に該ハンドルが固定されており、一方では使用者が操作時に該ハンドル
を握ることができ、もう一方では、該ハンドルが該スライダーに接しており、その結果、
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ひとつの親指のみで該ハンドル及び該スライダーが押されて移動可能な操作を行うことが
でき、既存の採血針よりも操作が便利になる。
【００１２】
さらに、該直針を該保護シールドが覆い、この構成は、該直針が露出した時に、効果的に
該直針を隔離することができて、安全事故の発生を防止する。
【００１３】
好ましくは、該保持機構が一つの第一弾性ワッシャーと二つの第二弾性ワッシャーを含み
； 
該第一弾性ワッシャーが、該ホースの近くにある該スライダーの一端の内周面にくっつい
ており、かつ、該第一弾性ワッシャーのエッジは該スライダーの内壁に平滑にくっついて
いる；
該二つの第二弾性ワッシャーは、カバーリング手段により該針座と係合され及び該針座に
くっつけられており、該スライダーが完全に該針頭を隠す位置又は該針頭が完全に露出す
る位置へ該スライダーがスライドしたときに、該第二弾性ワッシャーが該第一弾性ワッシ
ャーと係合して、該スライダーの移動を制限する。
【００１４】
つまり、該スライダーが、該針頭に向かって、該スライダーが完全にピンヘッドを隠す位
置又は該針頭が完全に露出する位置へスライドしたときに、該スライダーを該針座に固定
するために、該保持機構として従事し且つ該針座の外周上に位置された該第二弾性ワッシ
ャーが、該内周上の該第一弾性ワッシャーに係合によって固定される。該第一弾性ワッシ
ャーは該スライダーの内壁に滑らかにくっつけられるので、該第一弾性ワッシャーは、そ
れが該第二弾性ワッシャーと係合する位置へ滑らかに押し出されることができる。
【００１５】
好ましくは、該保持機構が一つの弾性留め具と二つのスロットを含み； 
該二つのスロットは、該針座上に配置されており、且つ、該弾性留め具は該スライダー上
に配置されており、該スライダーが完全に針頭を隠す位置又は該針頭が完全に露出する位
置へ該スライダーがスライドしたときに、該二つのスロットが、該弾性留め具と係合して
、該スライダーの移動を制限するために用いられる。
【００１６】
つまり、該スライダーは該針座に沿って軸方向にスライドすることができ、採血する必要
がある時、該スライダー上の該弾性留め具が該針座の一端の近くにある該針座上の該スロ
ットと係合して、該針頭が完全に露出される。採血が終了し且つ該針頭が隠される必要が
ある時、該弾性留め具が該針座のもう一端の該スロットと係合する位置へ該スライダーが
スライドして、該針頭を隠す。本明細書内において、該弾性留め具は、弾性力を用いて係
合を維持する留め具を言い、該係合は、該弾性力よりも大きい外部の力を加えることによ
り解除されることができる。
【００１７】
好ましくは、該安全採血針はさらに、一つの保護カバーを含み；
該保護カバーは、該針座を覆い及び該針座と係合され及び該針座に固定され、且つ、該保
護カバーは、該針座と一緒に、該スライダーを囲み及び該スライダーを収容するキャビテ
ィを形成し；
該ハンドルは、該保護カバー上に一体的に形成される。
【００１８】
つまり、該針座と該ホースとの間の連通を保護するためのコネクターとして機能する保護
カバーをさらに提供する。該ハンドルは、該保護カバー上に備えられることによって、間
接的に該針座に固定される。
【００１９】
好ましくは、該保護カバーが、ねじこみにより、該針座の一端の外周に固定される。この
構成は、該保護カバーと該針座との間の固定をより強固にする。さらに、該保護カバーは
該スライダーを保護することができる。
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【００２０】
好ましくは、該スライダーは、少なくとも一つの滑り止め区を備えられる。本明細書内に
おいて、該滑り止め区の目的は、該スライダーを押す時に手により大きな摩擦力を持たせ
るためである。例えば、当業者は、該スライダーを高い摩擦係数のゴム材料で包み、また
は、該スライダー上のある区域を波状／溝形に成形して、手指と該スライダーの接触面積
を増加させることができる。
【００２１】
好ましくは、該スライダーは弾性材料により製造され、及び、該スライダーは該弾性留め
具と一体化し、及び、該針座は該スロットと一体化し、及び、該スライダーはその上にい
くつかの穴の開いた区を備えられる。
【００２２】
該穴の開いた区を備える目的は、該スライダーが該針頭を隠す条件下でさえ、肉眼で該針
頭の位置を操作者に観察させることであり、それによって操作がさらに安全性を増す。も
う一方では、該第一弾性留め具が該スライダーと一体化する場合、該穴の開いた区が、該
第一弾性留め具のための移動空間を提供する。
【発明の効果】
【００２３】
本発明の有利な効果は、該針頭を隠すために該針座上をスライドするように備えられた該
スライダーにより、採血後該針頭の処理についての安全性を大幅に高め；バネ式の針頭の
使用を避けることにより患者の苦痛を低減する。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】図１は、本発明の好ましい実施態様に従う安全採血針を示す構造的模式図である
。
【図２】図２は、図１におけるA-A線での断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
以下の例が本発明をさらに説明するが、本発明はこれに限定されない。
【００２６】
図面を参照し、好ましい実施態様が本発明の技術的解決法を説明するために提供される。
しかしながら、これらの実施態様の範囲内に本発明を限定することを意味するものでない
。
【００２７】
種々の実施態様が本発明を説明する為に提供される。しかしながら、これらの実施態様の
範囲内に本発明を限定することを意味するものでない。図１は本実施態様に従う安全採血
針の構造的模式図であり、図２は図１におけるA-A線での断面図である。図1～2に示され
るとおり、本実施態様に従う安全採血針は、針座1、針ガード2、ホース4、直針12、ハン
ドル13、直針ハンドル14、保護シールド15、保護カバー3、針頭6及びスライダー5を含み
、且つ、針ガード2は針頭6を覆い、且つ、針座1は２つの開口端を有する円筒であり、且
つ、針座1の一端は保護カバー3を介してホース4に連通し、且つ、針座1の他端は針頭6を
備えられている。ホース4の２つの端はそれぞれ直針12及び針座1に連通する。
【００２８】
直針ハンドル14は直針12とホース4との間の接続部に配置されており、且つ、直針12は真
空チューブ内に挿入される。
【００２９】
スライダー5は２つの開口端を有する円筒であり、且つ、針座1を移動可能に覆い、且つ、
スライダー5の移動可能な方向における長さは、針頭6の長さより長い。
【００３０】
針座1の軸方向の長さは針頭6の長さより長い。
【００３１】
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保護カバー3はカバーリング手段により針座1に係合され、且つ、針座1に固定されており
、保護カバー3は、針座1と一緒に、スライダー5を囲み及びスライダー5を収容するキャビ
ティを形成する。
【００３２】
ハンドル13は保護カバー3の上に一体的に形成される。ハンドル13はスライダー5に接して
いる。
【００３３】
保護シールド15の内径は真空チューブの外径より大きい。保護シールド15は直針12を覆い
、且つ、ねじ込みにより直針ハンドル14に固定される。
【００３４】
本実施態様に従う安全採血針はさらに一つの保持機構を含み、及び、該保持機構が弾性留
め具8及び複数のスロット81、82を含む。
【００３５】
該複数のスロット81、82は、針座1上に配置され、且つ、弾性留め具8はスライダー5上に
配置され、スライダー5が針頭6を完全に隠す位置又は針頭6が完全に露出される位置へス
ライダー5がスライドした時に、該複数のスロット81、82は弾性留め具8と係合してスライ
ダー5の移動を制限するために用いられる。
又は、前記保持機構が、一つの第一弾性ワッシャーと二つの第二弾性ワッシャーを含み；
該第一弾性ワッシャーは該スライダーの一端の内周に固定されており、その一端が該ホー
スの近くにあり、且つ、該第一弾性ワッシャーのエッジが該スライダーの内壁に滑らかに
固定されており；該二つの第二弾性ワッシャーは該針座の周囲を囲むように該針座に固定
されており、該スライダーが該針頭を完全に隠す位置へ又は該針頭が完全に露出する位置
へ該スライダーがスライドしたときに、該第二弾性ワッシャーが、該第一弾性ワッシャー
と係合して、該スライダーの移動を制限する。
 
 
 
【００３６】
一つの通路が保護カバー3の内に形成され、これにおいて当該通路の一端は、針頭6から離
れた針座1の一端の外周に、ねじ込みにより固定され、当該通路の他端はホース4と連通す
る。
【００３７】
さらに、スライダー5が滑り止め区7を備えられ、滑り止め区7は内に鋸歯状パターンの溝
形構造であり、それにより手指によってスライダー5を押すことを容易にし、接触面積を
増加させる。
【００３８】
スライダー5は弾性材料で製造され、スライダー5は弾性留め具8と一体化し、且つ、針座1
は複数のスロット81、82と一体化し、スライダー5は、その上にいくつかの穴あき区（図
には示されていない）を備えられている。
【００３９】
本実施態様の安全採血針において、針座1が針頭6より長い。このようにして、上記円筒形
スライダー5は針座1上で前後にスライドすることができて、針頭6がスライダー5に隠され
る状態と針頭6が完全に露出する状態との間でスイッチすることができる。
【００４０】
使用時、該スライダーがスロット81及び弾性留め具8の係合によって針座1に固定されてい
る初期状態で、（すなわち、針頭6が完全に露出する状態）、針ガード2が除去され、そし
て、採血が行われる；採血終了後、スライダー5と針座1の固定が解除され、そして、スラ
イダー5が針頭6を完全に隠すまでスライダー5が針頭6に向かってスライドし（図1～2に示
されるとおり）、このとき、スライダー5が再び針座1上に固定される（弾性留め具8及び
スロット82の係合によって）。このようにして、針ガード2を被せることなく、針頭6が再
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度隠されることができるので、安全性が大いに改善される。
【００４１】
本発明が、本発明の好ましい態様を参照して説明されたが、他の態様及び変形が可能であ
り及び意図される。当業者は、開示された概念及び具体的な実施態様を、他の構造を設計
し又は修正するための根拠として、本発明の同じ目的を提供する為に、以下の請求項によ
り規定された発明の理念及び範囲から逸脱することなく、容易に使用することができるこ
とを当業者は理解するべきである。例えば、該弾性留め具と該複数のスロットなどの係合
構造の代わりに、該スライダーを該針座上に固定する為に、弾性ワッシャーが用いられる
ことができ、これらの変更及び修正は本発明の範囲内である。そのため、本発明の保護範
囲は添付する請求項に規定される。
【符号の説明】
【００４２】
１　針座
２　針ガード
３　保護カバー
４　ホース
５　スライダー
６　針頭
７　滑り止め区
８　弾性留め具
１２　直針
１３　ハンドル
１４　直針ハンドル
１５　保護シールド
８１　スロット
８２　スロット
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